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研究概要 

  私たちの研究室では、独自に開発した神経回路活動制御法や特定神経回路の神経活動の可視化により、認

知学習行動や意思決定行動といった高次脳機能の神経基盤の解明に取り組んでいます。また、精神神経疾患

モデルマウスを用いて、精神神経疾患の分子病態の解析を行っています。特に精神疾患発症に関わる遺伝-環

境相互作用の分子機構の解明に取り組んでいます。臨床部門や製薬企業との連携により、精神疾患の創薬を

目指すトランスレーショナルリサーチをすすめていきます。 
 

研究テーマ 

1）高次脳機能の神経回路機構の解析 

2) 精神神経疾患の分子病態の解析 

3) 精神疾患のトランスレーショナルリサーチ 
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